
平成30年度後期 福祉・介護事業所認証制度の認証について 資料2-1

１．申請及び審査の状況

○受付状況 【１２月３日～１月１８日】
（１）申請：１７法人、４６事業所
（２）法人体系の内訳として、社会福祉法人は７法人２０事業所と最も多く、その他医療法人は４法人１０事業所、NPO法人から３法人８事業所の申請があった。サービス区分別では、

高齢者福祉２３、障害福祉１７、児童福祉６であった。

○審査状況 【１月１８日～３月１３日】
（１）書類審査 【１月１８日～３月５日】⇒完了
（２）現地審査 【２月１日～３月１３日】⇒完了

○審査結果
・１６法人４５事業所については、認証基準に沿って審査した結果、全て基準をクリアしていることを確認。 ３月２９日付けで知事認証手続きを実施する予定
・１法人１事業所については、下記の状況であるため認証を保留する。
○育児介護休業法の改正（H２９年１月、H２９年１０月施行）に伴う、事業所の規定整備が未了であり、規定改正手続き中（3月中に完了予定）であるため認証を保留する。

認証を保留する事業所も含め、今回申請のあった全ての事業所について、認証することができる予定

○事業所支援（後期）

【法人体系内訳】

１７法人４６事業所を認証予定

2

スタートアップセミナー

（2回、延34事業所参加）
来年度継
続して支
援を実施

(一部内容
見直)

ワークショップ

（4日間、延24事業所参加）

個別コンサルティング

（随時、15事業所実施）

認証制度チャレンジ事業所

（随時、10事業所実施）

認証制度の概要、認証項目・基準
等、認証制度の全般について説明
し、認証の取得を促進する。

クリアが難しいと思われる評価項
目（人材育成計画等）について、認
証取得に向けたワークショップスタ
イルによるコンサルティングを実施

・認証取得を目指す事業所に個別に訪問
し、具体的に個々の資料確認、資料作成
や事業所の取組のアドバイスを実施

・認証取得申請を行うことを申出いただい
た小規模事業所に対して、初期診断及び
訪問相談を実施

法人体系

Ｈ３０年度前期まで（既認証事業所） Ｈ３０年度・後期（今回認証） 計

法人数
認証

事業所数

（内訳）

法人数
認証

事業所数

（内訳）

法人数
認証

事業所数

（内訳）

高齢者福祉サー
ビス

（介護保険サー
ビス）

障害福祉サー
ビス

児童福祉サー
ビス

その他

高齢者福祉サー
ビス

（介護保険サー
ビス）

障害福祉サー
ビス

児童福祉サー
ビス

その他

高齢者福祉サー
ビス

（介護保険サー
ビス）

障害福祉サー
ビス

児童福祉サー
ビス

その他

社会福祉法人 38 275 181 71 22 1 (6)7 20 2 13 5 44 295 183 84 27 1 

医療法人 11 29 29 (3)4 10 10 14 39 39 

株式会社 4 13 13 1 2 2 5 15 15 

有限会社 4 11 11 2 6 6 6 17 17 

ＮＰＯ法人 1 5 3 2 3 8 3 4 1 4 13 3 7 3 

一般財団法人 1 3 3 1 3 3 

その他

計 59 336 237 74 24 1 (15)17 46 23 17 6 74 382 260 91 30 1 



２．審査事業所一覧 高齢者福祉
介護老人福祉施設
通所介護事業所 等

障害福祉
障害者支援施設
就労移行支援事業所 等

児童福祉 障害児入所施設
保育所、児童養護施設 等 その他 救護施設（保護施設）等 資料2-2
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NO. 法　人　名
通し
№

事　業　所　名 サービス区分 事　業　種　別 コメント 審査結果

1 社会福祉法人　聖寿会 339 特別養護老人ホームかなはし苑 高齢者福祉サービス
介護老人福祉施設・短期入所生活介護事業所・通所介護事業所・居宅介
護支援事業所

明瞭なキャリアパスを整備し、説明会等でも開示できるよう臨んでいる。勤続10年以上の職員が40％も
おり、離職率も近年は8～12％ほど。面談でも職場環境に関するアイデアを聞き取り、風通しの良い職
場を心掛け、定着率は良い。

○

2 社会福祉法人　晴幸福祉会 340 特別養護老人ホームウォームヴィラ新庄園 高齢者福祉サービス 介護老人福祉施設・通所介護事業所
採用から正規職員は1年間、パート職員は3か月間、プリセプタープリセプティ方式により評価する側とさ
れる側が１か月ごとに文書で振り返り、話し合うことで、互いに意識を高め合う。

○

3 社会福祉法人　青垣園 341 放課後等デイサービス事業所　よつば 児童福祉サービス 放課後等デイサービス事業所
平成29年度前期認証事業所。今回同一施設内で新たなサービス事業をするため申請。引き続き認証
基準に沿った取組を継続していることを確認。

○

4 342 介護老人保健施設ロイヤルフェニックス 高齢者福祉サービス
介護老人保健施設・通所リハビリテーション施設・短期入所療養介護事業
所

○

5 343 介護付有料老人ホームメビウス大和郡山 高齢者福祉サービス 特定施設入居者生活介護事業所 ○

6 344 メビウスまほろば訪問介護事業所 高齢者福祉サービス 訪問介護事業所 ○

7 345 メビウスまほろばデイサービスセンター 高齢者福祉サービス 通所介護事業所 ○

8 社会福祉法人　ふきのとう 346 障害者支援センターふきのとう 障害福祉サービス
生活介護事業所・自律訓練事業所（機能訓練／生活訓練）・就労継続支援
B型事業所

・新規採用者に対して、約1ヶ月間OJTによる研修を実施。業務日誌に感想や質問等を毎日書いてもら
い、それを見て事務長が直接コメントを書く等のサポートをしている。

○

9 347 訪問介護ステーションそらまめ星和台 高齢者福祉サービス 訪問介護事業所・居宅介護支援事業所 ○

10 348 デイーサービスそらまめ星和台 高齢者福祉サービス 通所介護事業所 ○

11 349
サービス付高齢者向け住宅　特定施設メディハウス
み・かさ星和台

高齢者福祉サービス 特定施設入居者生活介護事業所 ○

12 350 フレンズまきば 障害福祉サービス 障害者支援施設・生活介護事業所・短期入所事業所 ○

13 351 フレンズまきば　あぐり 障害福祉サービス 生活介護事業所・就労継続支援Ｂ型事業所 ○

14 352 うぃんぐ 障害福祉サービス 共同生活援助事業所 ○

15 353 ふらっぷ 障害福祉サービス 生活介護事業所・行動援護事業所 ○

16 354 生活支援センターおはな 障害福祉サービス 指定地域移行支援事業所・指定地域定着支援事業所 ○

17 355 生活支援センターおはな 障害福祉サービス 指定特定相談支援事業所 ○

18 356 生活支援センターおはな 児童福祉サービス 障害児相談支援事業所 ○

19 357 特定相談支援事業所おはな 障害福祉サービス 指定特定相談支援事業所 ○

20 358 特定相談支援事業所ぽるか 児童福祉サービス 障害児相談支援事業所 ○

21 359 フレンズまきばめぃと 児童福祉サービス 放課後等デイサービス事業所 ○

22 360 フレンズまきばらぽぉと 児童福祉サービス 放課後等デイサービス事業所 ○

23 361 居宅介護まきば 障害福祉サービス 居宅介護事業所・行動援護事業所 ○

24 社会福祉法人　泰久会 362 仁優園 障害福祉サービス 障害者支援施設・短期入所事業所
・毎年4月に法人主催の「笑顔満祭」を開催。利用者が作った作品の展示や近隣高校の吹奏楽部による
演奏等を行い、地域住民や地元の高校生、行政等と交流している。 ○

25 363 介護老人保健施設　大和三山 高齢者福祉サービス 介護老人保健施設・通所リハビリテーション施設・短期入所療養介護 ○

26 364 居宅介護支援　大和三山 高齢者福祉サービス 居宅介護支援事業所 ○

27 365 デイサービス花の家 高齢者福祉サービス 通所介護事業所 ○

28 366 デイサービス花の家Ⅱ 高齢者福祉サービス 通所介護事業所 ○

29 367 サポートはな 高齢者福祉サービス 居宅介護支援事業所 ○

30 368 サポートはな 障害福祉サービス 特定計画相談支援事業所 ○

31 369 サポートはな 児童福祉サービス 障害児相談支援事業所 ○

32 370 ワークスペースこすもす 障害福祉サービス 就労継続支援Ｂ型事業所 ○

33 371 相談センタースペース 障害福祉サービス
指定特定相談支援事業所・指定特定地域定着支援事業所・指定特定地域
移行支援事業所

○

34 372 小規模多機能型居宅介護ゆりの会小明（こうみょう） 高齢者福祉サービス 小規模多機能型居宅介護事業所 ○

35 373 ゆりの会居宅介護支援事業所・訪問介護事業所 高齢者福祉サービス 居宅介護支援事業所・訪問介護事業所 ○

36 374 ゆりの会デイサービスセンター 高齢者福祉サービス 通所介護事業所 ○

37 375 ていくていく 高齢者福祉サービス 通所介護事業所 ○

38 376 かぐや姫 高齢者福祉サービス 訪問介護事業所 ○

39 377 竹の家 高齢者福祉サービス 居宅介護支援事業所 ○

40 医療法人　鴻池会 378 介護老人保健施設　鴻池荘 高齢者福祉サービス
介護老人保健施設・短期入所療養介護・通所リハビリテーション
・訪問リハビリテーション

・施設内保育所に０歳児から預けられ、仮に時短を取得しても0歳児の子供のいる職員は給与減額をし
ない。また、0歳児の保育料も事業所負担であり、育児を理由に退職する人は少ない。

○

41 特定非営利活動法人つくし野会 379 もりの実 障害福祉サービス 生活介護事業所
・育児・介護休業規程について、H29の法改正は未対応。規定の整理後に速やかにその写しを提出い
ただくよう依頼（3月中に提出予定）。その他の事項は問題なし。

▲

42 380 田原本町福祉作業所 障害福祉サービス
居宅介護事業所・行動援護事業所・重度訪問介護事業所・生活介護事業
所

○

43 381 さくらんぼハウス　Ⅰ 障害福祉サービス 短期入所事業所・共同生活援助事業所 ○

44 382 さくらんぼハウス　Ⅱ 障害福祉サービス 短期入所事業所・共同生活援助事業所 ○

45 383 デイサービスらっく 高齢者福祉サービス 通所介護事業所 ○

46 384 ケアサービス楽 高齢者福祉サービス 居宅介護支援事業所 ○

・年１回職員から休暇取得の実態を把握するためアンケートを実施。理事会に結果を諮り、検証を行っ
ている。また、法定休暇とは別にリフレッシュ休暇（３連休）をとれるように工夫。

・ISO9001の仕組みに沿って内部監査を年１回実施。法人の中で別の事業所職員が監査員になり、
チェックをしている。職員の交流（意見交換）をして、品質改善に取り組んでいる。

・利用者の生活の質を向上するための技術向上研修を実施し、スキルアップを積極的に図っている。外
部研修等の結果についてスタッフミーティング等の会議で発表して、各職員へフィードバックを図ってい
る。

・面談はパート職員を含めて年２回実施。施設長とマネージャーが分担して実施。自己評価を行い、面
談結果も本人へフィードバックシートとして返して、次のスキルアップのためのツールとしている。

・入社6か月を経過した職員には、夏と冬に特別休暇を付与。積極的に推進しほぼ全員が消化してい
る。
・青山式介護技術（がんばらない介護）を身につけた介護を実践。抗菌水を使い始めてから、結果として
衛生に関する意識が高まる効果があった。

・職員用のマニュアルを作成し、パート職員を含めて一人１冊を渡している。新規職員研修もそのマニュ
アルを元に実施。福祉人材センターの研修や介護労働安定センターなど外部研修を積極的に受講し、
スキルアップを図っている。

・マンダラート（3×3の9ますを埋める）を各職員で作成。「なりたい事業所」を意識してコマを埋め、職員
間で話し合うことで、普段気づかない発想を得る効果があり、次年度の事業計画にも活かす取組をして
いる。

・職員福利厚生の一環として、法人が経営するマッサージ店の無料チケットを職員に配布。半数が利用
しており、腰痛予防等に活用。

・郡山の社会福祉会館で祭りを実施。毎年150人ほど参加し、地域交流を図っている。

・常勤、非常勤職員に限らず１～３か月の導入教育を実施。男性と女性に分けてカウンセラー（ブラ
ザー・シスター）を任命し私的な相談も含めて先輩職員に相談できる体制を整えている。教育後もフォ
ローアップ研修を実施。

・一般事業主行動計画を作成し、公表するなど子育て支援に事業所として取り組む姿勢を出している。

・施設内のフロアで近隣高校の吹奏楽部に演奏をしてもらう等地域交流を行っている。施設内には保育
園もあるため、学生だけでなく園児との交流も図っている。

・介護福祉士養成校や奈良県立医大、介護労働安定センターから実習生の受け入れや、中学生、高校
生の職場体験の受け入れを行っている。実習生がそのまま法人へ就職に繋がるケースもある。

・利用者アンケートを数年に1度実施（直近ではH30年2月に実施）。アンケートを利用者の自宅へ郵送
し、その結果を運営推進会議や事業所ミーティングで報告している。

・法人全体の経営指針をまとめた冊子「てくてく手帳」を毎年作成。
冊子には、法人の10年後の労働環境ビジョンや3カ年の経営方針、各職員の年間目標等を掲載。法人
内ミーティングで職員と話し合い、経営方針を策定している。毎年秋頃、全職員に冊子を配布の上、次
期計画に関する説明会を実施。

・10年間勤務した職員に対してリフレッシュ休暇の取得を推進している。H30年度もリーダー級の職員1
名が2週間の休暇を取得。

医療法人　雄信会

医療法人　康成会

社会福祉法人　在友会

医療法人　康仁会

特定非営利活動法人
　　　　　　サポート華生

特定非営利活動法人自立支援
　　　　ステーションぽかぽか

株式会社　楽

有限会社　ゆりの会

ていくあい有限会社

社会福祉法人なら桜桃会


